
（
敬
称
略
）

一

千
葉
大
学
法
学
会
主
催
・
共
催
の
講
演
会

二
〇
二
二
年
度
に
次
の
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
八
月
五
日

一
六
時
一
〇
分
〜

題

目

令
和
四
年
司
法
試
験
（
論
文
式
）
問
題
解
説
会
（
民

事
系
科
目
第
３
問
）

講

師

高
倉

太
郎
（
弁
護
士
・
シ
グ
マ
麹
町
法
律
事
務
所

・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二
〇
二
二
年
一
一
月
七
日

一
二
時
五
〇
分
〜

題

目

労
働
法
特
別
講
義
「
労
働
基
準
監
督
官
の
仕
事

〜

働
く
人
を
守
る
。
そ
の
使
命
を
原
動
力
に
。
〜
」

講

師

山
本

行
彦
（
千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

地
方
労
働
基
準
監
察
監
督
官
）

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
五
日

一
六
時
一
〇
分
〜

題

目

刑
事
政
策
演
習
特
別
講
演
「
検
察
官
と
い
う
仕
事
」

講

師

森
本

和
明
（
千
葉
地
方
検
察
庁
検
事
正
）

二
〇
二
二
年
一
二
月
二
二
日

①
一
四
時
三
〇
分
〜
／
②
一
六
時
一

〇
分
〜題

目

環
境
法
・
行
政
法
演
習
Ⅱ
特
別
講
義
（
企
業
法
務
）

①ZO
ZO
T
O
W
N

とSD
Gs／ESG

／
②ZO

ZO
-

T
O
W
N

とZO
ZO

法
務
部

講

師

采
木

俊
憲
（
弁
護
士
・
株
式
会
社ZO

ZO

法
務
部

長
兼
中
国
子
会
社
監
査
役
）

二
〇
二
三
年
三
月
九
日

一
二
時
五
〇
分
〜

題

目

令
和
四
年
司
法
試
験
予
備
試
験
問
題
検
討
会

講

師
（
憲
法
）
山
本

悠
一
（
弁
護
士
・
東
京
パ
ブ
リ
ッ

ク
法
律
事
務
所
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

（
刑
法
）
瀬
野

泰
祟
（
弁
護
士
・
弁
護
士
法
人
き

さ
ら
ぎ
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

（
民
法
）
荒
木

尚
（
弁
護
士
・
佐
野
総
合
法
律
事

務
所
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二

研
究
会
活
動

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
内
で
、
二
〇
二
二
年
度
に
次
の
研
究
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

１

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
正

社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
二
年
五
月
十
三
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ

K
ick
offW

orkshop “
GlobalFair

Society
A
f-

雑

報
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ter
CO
V
ID
-１９:Em

erging
A
gendas ”

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

李

想

張

暁
芳

A
lfonso

T
orrero

（
メ
キ
シ
コ

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ナ
自
治
大
学
）

討
論
者

小
林

正
弥

川
瀬

貴
之

二
〇
二
二
年
七
月
十
三
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

Positive
Political

Psychology
International

Sem
inar

〔１

〕W
ellness

and
Fairness:

Psy-
chology

w
ith
SocialD

im
ension

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Isaac
Prilleltensky

（
マ
イ
ア
ミ
大
学
教
授
）

討
論
者

島
津

明
人
（
慶
應
義
塾
大
学
）

小
林

正
弥

二
〇
二
二
年
八
月
三
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ

M
ulticulturalism

,Eastand
W
est

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
瀬

貴
之

報
告
者

Christoph
Lütge

（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
科
大
学
教
授
）

討
論
者

川
瀬

貴
之

二
〇
二
二
年
八
月
三
〇
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

第
一
回
国
際
温
暖
化
対
策
研
究
会

日
中
韓
温
暖
化
対
策
の
現
状
と
展
望
―
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

張

暁
芳

報
告
者

朱

迅
（
江
蘇
大
学
准
教
授
）

尹

相
国
（
浙
江
越
秀
外
国
語
学
院
金
融
学
院
・
副

院
長
）

韓

葵
花
（
千
葉
大
学
社
会
科
学
研
究
院
特
別
研
究

員
）

倉
阪

秀
史
（
千
葉
大
学
教
授
）

石
戸

光

討
論
者

川
瀬

貴
之

李

想

主

催

文
部
科
学
省
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助
事
業
「
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
環
境
実
現
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
先
端
型
）」

共

催

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
公
正
社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
二
年
九
月
五
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

T
ow
ard
a
Fair

Society
A
fter-Corona:Chal-

lenges
and
Scope

for
N
arrow

ing
D
isparities

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Benjalux
Sakunasingha

（
マ
ヒ
ド
ン
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
レ
ッ
ジ
准
教
授
）

梁

立
成
（
慶
應
義
塾
大
学
博
士
後
期
課
程
）

討
論
者

小
林

正
弥

《雑 報》
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二
〇
二
二
年
十
一
月
十
八
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

A
high

im
pact

w
elfare

project
against

food
poverty

in
M
exico

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

A
lfonso

T
orrero

（
メ
キ
シ
コ

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ナ
自
治
大
学
）

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日

オ
ン
ラ
イ
ン
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

テ
ー
マ

ア
メ
リ
カ
政
治
の
い
ま：

二
〇
二
二
年
中
間
選
挙
と

民
主
政
治
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

西
山

隆
行
（
成
蹊
大
学
教
授
）

報
告
者

古
矢

旬
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
／
ア
メ
リ
カ
学

会
元
会
長
）

Jam
es
A
.M
orone

（
ブ
ラ
ウ
ン
大
学
）

討
論
者

西
山

隆
行
（
成
蹊
大
学
教
授
）

主

催

科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
盤
研
究
（
Ａ
）「『
右
』
と

『
左
』
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム：

グ
ロ
ー
バ
ル
比
較
分
析

に
よ
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
研
究
の
新
展
開
」

共

催

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
公
正
社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
三
年
二
月
二
十
二
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

Positive
Political

Psychology
International

Sem
inar

〔２

〕SocialFairness
and
W
ellbeing

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

A
rthur

Grim
es

（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ
ェ
リ
ト

ン
教
授
）

討
論
者

A
aron

Jarden

（
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
准
教
授
）

水
島

治
郎

小
林

正
弥

二
〇
二
三
年
三
月
四
日

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
）

テ
ー
マ

日
中
両
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
と
日
本
文
学
研
究

の
交
流
促
進

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

坂
本

秀
幸
（
上
海
大
学
外
国
語
学
院

講
師
）、
趙

艶
利
（
上
海
大
学
外
国

語
学
院
講
師
）

報
告
者

王

潔
（
上
海
大
学
外
国
語
学
院
日
本
語
科
修
士
課

程
）

中
山

新
也
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博

士
後
期
課
程
）

施

贇
云
（
上
海
大
学
外
国
語
学
院
日
本
語
科
修
士

課
程
）

堀
内

京
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
非
常

勤
講
師
）

討
論
者

山
崎

和
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士

後
期
課
程
）

孫

若
聖
（
上
海
大
学
外
国
語
学
院
日
本
語
科
准
教

授
）

重
永

楽
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士

４４９



後
期
課
程
）

王

頎
（
上
海
大
学
外
国
語
学
院
日
本
語
科
准
教

授
）

主

催

千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
・
上
海
大
学
外
国

語
学
院

協

賛

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
公
正
社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
四
日

オ
ン
ラ
イ
ン
国
際
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

Positive
Political

Psychology
International

Sem
inar

〔３
〕SocialFairness

and
W
ellbeing

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Lyle
U
ngar

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
教
授
）

討
論
者

小
林

正
弥

石
戸

光

二
〇
二
三
年
三
月
二
十
四
日

国
際
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

公
正
社
会
・
正
義
・
貧
困：

ミ
ャ
ン
マ
ー
を
事
例
に

報
告
者

報
告
者
１
（
匿
名
）

報
告
者
２
（
匿
名
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

討
論
者

水
島

治
郎

石
戸

光

２

千
葉
少
年
問
題
研
究
会

二
〇
二
二
年
五
月
一
九
日

第
八
九
回

テ
ー
マ
「
改
正
少
年
法
に
お
け
る
特
定
少
年
の
保
護
処
分
と

刑
事
事
件
の
特
例
に
つ
い
て
」

報
告
者

山
下

幸
夫
（
東
京
弁
護
士
会
）

二
〇
二
二
年
七
月
二
一
日

第
九
〇
回

テ
ー
マ
「
特
定
少
年
の
実
名
報
道
を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者

川
名

壮
志
（
毎
日
新
聞
）

池
谷

孝
司
（
共
同
通
信
）

二
〇
二
二
年
九
月
二
二
日

第
九
一
回

テ
ー
マ
「
少
年
法
改
正
か
ら
見
る
『
子
ど
も
』
観
・
世
論
・

立
ち
直
り
―
ア
メ
リ
カ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
事
例
と
と
も

に
」

報
告
者

宇
田
川

淑
恵
（
東
京
大
学
）

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
七
日

第
九
二
回

テ
ー
マ
「
特
定
少
年
と
少
年
の
処
遇
」

報
告
者

浦
尾

洋
旭
（
千
葉
少
年
鑑
別
所
）

西
内

公
胤
（
八
街
少
年
院
）

二
〇
二
三
年
一
月
一
九
日

第
九
三
回

テ
ー
マ
「
特
定
少
年
と
保
護
観
察
」

報
告
者

秋
山

智
子
（
千
葉
保
護
観
察
所
）

二
〇
二
三
年
三
月
二
日

第
九
四
回

テ
ー
マ
「
特
定
少
年
に
対
す
る
付
添
人
活
動
」

報
告
者

松
田

和
哲
（
千
葉
県
弁
護
士
会
）

《雑 報》
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三

修
士
論
文
題
目

二
〇
二
二
年
度
の
千
葉
大
学
大
学
院

人
文
公
共
学
府
博
士
前
期

課
程
修
了
者
（
法
学
・
政
治
学
系
）
修
士
論
文
の
題
目
は
、
次
の
通

り
で
す
。

生
野

克
海

政
治
主
体
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
か

Ｊ
・
ラ
ン
シ

エ
ー
ル
の
政
治
論
を
通
し
て

四

博
士
論
文
題
目

二
〇
二
二
年
度
の
千
葉
大
学
大
学
院

人
文
公
共
学
府
博
士
後
期

課
程
修
了
者
（
法
学
・
政
治
学
系
）
博
士
論
文
の
題
目
は
、
次
の
通

り
で
す
。

RA
W
IA
A
LT
A
W
EEL

M
ilitary-Political-Social

Roles
of

Islam
istO

pposition
A
rm
ed
Groups

under
the
W
eak
State

―the
Case

of
Syria

（「
弱
い
国
家
」
の
も
と
で
の

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
反
体
制
派
武
装
組

織
の
軍
事
的
、
社
会
的
役
割：

シ
リ

ア
の
例
）
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